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カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
は
、
人
口
一
、五
一
四
万
人
（
二
〇 

一
三
年 

世
界
銀
行
）、
面
積
一
八
万
平
方
㌔
㍍
で
、
イ

ン
ド
シ
ナ
半
島
の
南
東
に
位
置
し
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ

ス
、
タ
イ
と
国
境
を
接
し
、
国
土
の
中
心
部
を
メ
コ
ン

川
が
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
。

　

一
方
、
産
業
は
サ
ー
ビ
ス
業
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
四
〇
％
）、

農
業
（
三
二
％
）、
工
業
（
二
四
％
）、
一
人
当
た
り
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
、〇
一
六
㌦
（
二
〇
一
三
年
Ｉ
Ｍ
Ｆ
推
計

値
）、
過
去
十
年
間
の
平
均
経
済
成
長
率
は
七
％
を
超

え
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
な
ど
の

観
光
業
並
び
に
人
件
費
の
安
さ
を
強
み
と
し
た
外
国
か

ら
の
製
造
業
へ
の
投
資
、
中
で
も
輸
出
額
の
八
〇
％
を

占
め
る
縫
製
業
が
牽
引
役
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
も
安
い
人
件

費
は
外
国
投
資
家
に
と
っ
て
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ
ス
ワ
ン
、

タ
イ
プ
ラ
ス
ワ
ン
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
お
り
、
こ
こ

数
年
は
製
造
業
を
中
心
と
し
て
日
本
企
業
の
進
出
も
盛

ん
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
市

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
首
都
で
メ
コ
ン
川
・
ト
ン
レ
サ

ッ
プ
川
・
バ
サ
ッ
ク
川
の
交
わ
る
箇
所
に
位
置
し
、
人

口
一
四
五
万
人
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
と
し

は
じ
め
に

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
紹
介

　

本
工
事
は
、
日
本
の
無
償
資
金
援
助
で
立
案
さ
れ
た

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
雨
水
排
水
機
能
改
善
を
目
的
と
し

た
事
業
の
一
環
で
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
街
地
南
部
地
域
を

対
象
と
し
た
第
三
次
計
画
で
あ
る
。

　

工
事
は
、
総
路
線
延
長
二
〇
・
六
㌔
㍍
の
排
水
管
敷

設
工
事
、
沈
殿
槽
改
築
工
事
か
ら
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
排
水
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
用
高
圧
洗

浄
車
及
び
汚
泥
吸
引
車
の
調
達
も
含
ま
れ
る
。

　

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
既
存
の
排
水
管
は
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
時
代
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
七
〇
年
代
に
起

工
事
概
要

世界で活躍する日本の建設企業 カンボジア王国

Phnom Penh

こ
っ
た
内
戦
で
約
二
〇
年
間
維
持
管
理
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
。
内
戦
終
了
後
に
日
常
の
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
清
掃
に
使
用
さ
れ
て
い
る
機
材
は

老
朽
化
が
進
み
作
業
効
率
は
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
管
路
内
に
は
汚
泥
が
堆
積
し
て
排
水
機
能

の
低
下
を
引
き
起
こ
し
、
ひ
い
て
は
雨
季
に
市
内
各
所

で
浸
水
被
害
を
起
こ
し
、
交
通
障
害
や
家
屋
の
浸
水
、

悪
臭
の
発
生
な
ど
経
済
的
、
衛
生
的
被
害
を
も
た
ら
し

て
お
り
、
排
水
施
設
の
整
備
が
早
急
に
望
ま
れ
る
状
況

で
あ
っ
た
。

　

首
都
の
中
心
部
で
の
開
削
工
事
と
い
う
こ
と
で
、
着

手
前
は
沿
線
住
民
や
利
用
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
危
惧
さ

れ
た
。
し
か
し
路
線
ご
と
に
着
手
前
の
沿
線
住
民
説
明

会
を
実
施
し
て
作
業
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
ま
た
関
係

諸
官
庁
及
び
沿
線
住
民
の
方
々
の
多
大
な
る
ご
協
力
の

も
と
作
業
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
お
か
げ
で
、
二
〇
一
二

年
四
月
着
工
以
来
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
進
捗
し
、

二
〇
一
五
年
五
月
二
十
一
日
に
最
後
の
本
管
敷
設
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

工
事
期
間
中
も
多
く
の
方
々
が
現
場
見
学
に
訪
れ
、

本
事
業
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
た
。

　

工
事
完
了
後
、
沿
線
の
浸
水
被
害
が
低
減
さ
れ
、
市

民
生
活
向
上
並
び
に
街
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

お
わ
り
に

て
栄
え
て
い
る
。

　

市
内
に
は
多
く
の
由
緒
あ
る
寺
院
が
立
ち
並
び
、
そ

れ
ら
の
寺
院
や
王
宮
は
外
国
人
観
光
客
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
近
年
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
沿
い

の
護
岸
が
整
備
さ
れ
、
市
民
に
と
っ
て
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

　

現
在
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
急
速
に
日
系
企
業
が
増
え
て

き
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
日
本
人
の
数
も
二
、三
〇
〇

人
（
二
〇
一
五
年
四
月
末
現
在 

在
留
届
ベ
ー
ス
、
在
カ

ン
ボ
ジ
ア
日
本
大
使
館
調
べ
）
と
な
り
、
日
系
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
出

店
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
四
月
に
つ
ば
さ
橋
（
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン

橋
）
が
開
通
し
、
バ
ン
コ
ク
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
結
ぶ
ア

ジ
ア
ン
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（
南
部
経
済
回
廊
）
の
要
衝
と
し

て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
経
済
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
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